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１　

あ
る
「
声
」
の
造
形
か
ら

　

篠
田
鉱
造
は
、「
聞
き
書
き
」
の
人
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
古
老
の
〈
声
〉
に
耳
を
か
た
む
け
、
さ
な
が
ら
「
幕
末
維
新

明
治
／
東
京
生
活
誌
」
と
も
い
う
べ
き
数
々
の
作
品
を
残
し
た
。

　

た
と
え
ば
幕
末
期
の
次
の
よ
う
な
体
験
を
聞
き
取
っ
て
い
る
。
時
は
文

久
、
あ
る
夜
十
二
時
近
く
、
一
人
の
男
が
四
谷
大
通
を
歩
い
て
い
る
と
、

三
人
の
侍
に
呼
び
と
め
ら
れ
た
。
三
人
は
男
を
取
巻
き
「
無
礼
な
奴
だ
、

石
を
後あ

と
げ蹴

に
致
し
た
な
」
と
い
い
が
か
り
を
つ
け
、
詫
び
て
も
許
し
て
く

れ
な
い
。
一
人
の
侍
が
男
の
襟
首
を
捉
え
、
一
人
が
手
を
押
さ
え
た
。

　
「
ヤ
ッ
試
斬
だ
な
と
思
っ
た
時
の
ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
心
持
、
胸
は
ド
キ
ド

キ
ッ
と
動
悸
の
早
鐘
、
蒼
く
な
っ
て
寒

ふ
る
え
あ
が慄

っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
、
気
も

遠
く
な
り
ま
さ
ァ
、
耳
の
辺
で
何
か
ガ
ヤ
ガ
ヤ
い
う
か
ら
、
ハ
ッ
と
思

う
と
「
君
、
危
な
い
危
な
い
、
手
を
除ど

け
給
い
、
手
を
…
…
手
が
邪
魔
だ
」

こ
の
早
口
の
言
葉
、
未
だ
に
耳
の
奥
に
残
っ
て
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す

よ
、
つ
ま
り
一
人
の
侍
が
ス
パ
リ
斬や

ろ
う
と
す
る
ん
だ
が
襟
首
を
押
さ

え
え
て
い
る
侍
の
手
が
邪
魔
に
な
る
と
い
う
一
刹
那
、
私
は
こ
れ
に
気

づ
い
て
愕
く
ま
い
事
か
、
モ
ー
無
我
夢
中
体
に
あ
る
だ
け
の
力
を
出
し

て
斬
ろ
う
と
す
る
侍
に
衝
当
り
、
矢
庭
に
抜
懸
け
た
刀
を
引ひ

ん
も
ぎ掠

っ
て
担

ぐ
が
逸は

や
い
か
何
が
な
ん
だ
か
一
切
夢
中
で
駈
出
す
逐お

い
か懸

け
る
、
町
人
の

悲
し
さ
旨
く
相
手
の
刀
を
奪
い
な
が
ら
刃
向
か
う
ど
こ
ろ
か
担
い
で
逃

げ
出
し
御
濠
端
を
高
力
松
の
下
か
ら
市
ヶ
谷
八
幡
の
所
ま
で
逃に

げ
了お

お
せ
た

が
呼い

き吸
が
切
れ
て
死
に
そ
う
で
、
あ
の
八
幡
下
の
泥ど

溝ぶ

（
今
で
も
あ
り

ま
し
ょ
う
）
…
…
彼あ

す
溝こ

の
下
へ
潜
込
で
し
ま
っ
た
ん
で
す
…
…
実
に
命

カ
ラ
ガ
ラ
と
は
あ
あ
い
う
時
の
事
な
ん
で
し
ょ
う
〔
中
略
〕
…
…
マ
ア

愛め
で

度
い
命
拾
い
だ
て
ん
で
赤
飯
を
焚
い
た
ん
で
す
が
、
ナ
ン
ト
物
騒
な

も
ん
で
し
ょ
う
、「
手
を
…
…
手
を
」
と
言
っ
た
時
押
さ
え
た
侍
が
一
刹と

き

逸は
や

く
手
を
引
い
て
御ご

ろ
う覧

じ
ろ
、
ス
パ
ッ
と
斬や

ら
れ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す

…
…
あ
の
担
い
だ
刀
が
さ
大
き
な
ツ
バ
で
し
た
が
、
泥ど

溝ぶ

へ
置
い
て
来

ま
し
た
、
刀あ

れ
が
さ
ど
う
な
り
た
ろ
う
テ
…
…
」

こ
れ
は
、
明
治
三
五
年
七
月
二
六
日
か
ら
一
二
月
二
九
日
に
か
け
て
『
報

知
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
記
事
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
の
連
載
は
明
治
三
八

実
話
と
い
う
〈
声
〉

―
篠
田
鉱
造
の
仕
事
―
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年
に
『
幕
末
百
話
』（
内
外
出
版
協
会　

一
九
〇
五
）
と
し
て
単
行
本
化

さ
れ
た
。
こ
こ
で
紹
介
し
た
話
は
明
治
三
五
年
八
月
一
四
日
に
『
報
知
新

聞
』
紙
上
に
掲
載
さ
れ
、
そ
の
後
単
行
本
化
さ
れ
た
際
に
は
「
一
七
」
話

目
に
収
録
さ
れ
た
。〔
引
用
は
原
則
と
し
て
現
代
仮
名
遣
い
に
改
め
た
。〕

　

こ
の
幕
末
期
を
語
る
老
人
の
〈
声
〉
を
聞
き
書
き
し
た
篠
田
鉱
造
は
、

明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
東
京
赤
坂
に
生
ま
れ
た
。
錦
城
学
校
を
出
て
報

知
新
聞
社
に
入
社
。
そ
の
後
編
集
主
任
を
経
て
昭
和
一
八
年
ま
で
同
社
に

在
勤
す
る
［
篠
田
、
一
九
五
五
、一
五
］。
国
立
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
篠
田
鉱
造
に
よ
る
著
作
を
、
第
二
次
大
戦
後
の
角
川
選
書
や
岩
波

文
庫
に
よ
る
復
刻
版
を
除
い
て
列
挙
す
る
と
、
明
治
二
一
年
に
紫
煙
散
史

の
筆
名
で
書
い
た
書
生
を
題
材
に
し
た
創
作
『
書
生
之
先
導
』（
鶴
声

堂　

一
九
八
八
）
が
最
も
古
く
、
次
い
で
明
治
三
五
年
五
月
に
、
商
人
の

伝
記
書
『
商
界
の
奇
傑
』（
実
業
之
日
本
社　

一
九
〇
二
）
を
出
版
、
そ

し
て
七
月
末
か
ら
三
月
末
ま
で
、『
報
知
新
聞
』
紙
上
に
幕
末
期
に
関
す

る
聞
き
書
き
を
連
載
し
た
。
明
治
三
八
年
は
、
そ
の
連
載
を
『
幕
末
百
話
』

と
し
て
一
冊
に
す
る
と
と
も
に
、「
小
僧
」
の
啓
蒙
を
う
た
っ
た
「
小
僧
」

出
世
譚
の
創
作
『
通
俗
小
僧
学
問
』（
実
業
之
日
本
社　

一
九
〇
五
）
を

発
表
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
昭
和
四
年
に
先
の
『
幕
末
百
話
』
に
江
戸
時
代
の
商
人
別
荘
地

で
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
の
聞
き
書
き
「
今
戸
の
寮
」
を
加
え
た
『
増
補　

幕
末
百
話
』（
万
里
閣
書
房　

一
九
二
九
）
を
出
し
、
そ
れ
以
後
、「
百
話
」

を
表
題
に
か
か
げ
た
聞
き
書
き
作
品
を
刊
行
し
続
け
る
。
昭
和
六
年
『
明

治
百
話
』（
四
条
書
房　

一
九
三
一
）、
昭
和
七
年
『
幕
末
明
治
女
百
話　

前
・
後
篇
』（
四
条
書
房　

一
九
三
二
）、
昭
和
一
二
年
『
銀
座
百
話
』（
岡

倉
書
房　

一
九
三
七
）、
さ
ら
に
同
一
二
年
に
は
新
聞
広
告
業
の
先
覚
者

湯
沢
清
司
の
一
代
記
を
聞
き
書
き
を
も
と
に
構
成
し
た
篠
田
鉱
造
編
・
湯

沢
清
司
著
『
新
聞
業
界
五
十
五
年
の
思
い
出
噺
』（
広
告
社　

一
九
三
七
）

も
形
に
し
た
。
続
い
て
昭
和
十
六
年
は
『
銀
座
・
築
地
物
語
絵
巻
』
高
山

書
店
（
一
九
四
一
）、
昭
和
十
八
年
に
は
「
明
治
百
話
」
の
続
編
『
明
治

開
化
綺
談
』（
明
正
堂　

一
九
四
三
）
と
新
聞
業
界
を
題
材
に
し
た
『
明

治
新
聞
綺
談
』（
明
正
堂　

一
九
四
三
）
を
出
版
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
数
多
く
の
篠
田
の
著
作
の
な
か
で
、
彼
の
「
聞
き
書
き
」

と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
確
立
す
る
契
機
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
『
幕
末
百

話
』
を
主
な
素
材
と
し
て
、〈
声
〉
の
採
集
者
と
し
て
の
篠
田
鉱
造
の
実

践
を
検
討
す
る
。
聞
き
書
き
と
い
う
営
み
は
、
も
ち
ろ
ん
古
く
か
ら
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
近
代
に
の
み
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い

［
塚
原
：
一
九
七
九
］。
し
か
し
こ
の
篠
田
の
聞
き
書
き
は
、
冒
頭
に
紹
介

し
た
例
の
よ
う
に
、
肉
声
に
よ
る
語
り
口
に
細
か
な
配
慮
を
し
た
一
人
称

の
文
体
で
綴
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
特
色
が
あ
る
。
今
日
の
よ
う
に
録
音
を

前
提
と
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
当
時
に
あ
っ
て
、
そ
れ
は
か
な
り
自
覚
的

に
選
ば
れ
た
方
法
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
を
、彼
が
「
幕

末
百
話
」
の
聞
き
書
き
を
最
初
に
発
表
し
た
明
治
期
の
新
聞
と
い
う
場
と
、

そ
し
て
「
聞
き
書
き
」
と
い
う
文
体
を
規
定
す
る
と
と
も
に
新
聞
の
言
葉

を
規
定
し
て
い
た
言
文
一
致
と
い
う
こ
と
ば
の
近
代
史
を
視
野
に
入
れ
な

が
ら
考
え
て
み
た
い
。
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〈声〉の採集者列伝・篠田鉱造

２　

新
聞
と
い
う
現
場

　

篠
田
が
『
報
知
新
聞
』
に
入
社
し
た
の
は
、明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
、

彼
が
二
四
歳
の
時
で
あ
っ
た
。
篠
田
の
回
想
に
よ
れ
ば
当
時
『
報
知
新
聞
』

の
編
集
局
総
務
を
務
め
て
い
た
村
井
玄
斎
氏
か
ら
入
社
通
知
の
ハ
ガ
キ
が

届
い
た
と
い
う
［
篠
田
：
一
九
五
五
、一
五
］。
篠
田
に
課
せ
ら
れ
た
条
件

は
「
江
戸
っ
子
記
事
を
紙
面
に
書
く
」
こ
と
で
あ
り
、そ
の
た
め
彼
は
「
夜

は
友
人
間
を
歴
訪
。
タ
ネ
を
つ
か
ん
で
、
デ
ッ
チ
あ
げ
、
紙
面
に
綴
る
と

こ
ろ
か
ら
、
友
人
知
己
驚
い
て
「
ウ
ッ
カ
リ
し
ゃ
べ
ら
れ
な
い
」
と
敬
遠

さ
れ
た
も
の
で
し
た
。
ソ
コ
で
よ
ん
ど
こ
ろ
な
く
慈
善
団
体
を
歴
訪
し
、

趣
味
の
方
面
で
、
万
年
青
や
、
錦
魚
や
、
盆
栽
の
諸
会
へ
顔
を
出
し
、
夏

は
朝
顔
会
、秋
は
秋
草
会
」
と
「
随
分
苦
心
惨
憺
」
す
る
こ
と
に
な
る
［
篠

田
前
掲
：
一
六
］。

　

篠
田
の
、
古
老
へ
の
聞
き
書
き
と
い
う
実
践
は
、
新
聞
社
に
入
り
彼
が

そ
こ
で
期
待
さ
れ
た
役
割
を
果
た
す
た
め
に
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た

末
に
た
ど
り
着
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
『
報
知
新
聞
』
は
「
江
戸
っ
子
記
事
」
を
必
要
と
し

た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
推
測
す
る
に
は
、
明
治
期
の
新
聞
史
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。
篠
田
が
報
知
新
聞
に
入
社
し
た
前
年
、
明
治
二
七

（
一
八
九
四
）
年
に
、
同
社
は
そ
れ
ま
で
の
「
郵
便
報
知
新
聞
」
か
ら
「
報

知
新
聞
」
に
改
名
し
て
い
る
。
こ
の
改
名
を
山
本
武
利
は
、
新
聞
史
研
究

の
立
場
か
ら
「
新
聞
史
の
象
徴
的
な
出
来
事
」
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
［
山

本
（
武
）
：
一
九
九
〇
、三
六
］。
そ
の
意
味
を
押
さ
え
て
お
こ
う
。

　

明
治
初
期
の
新
聞
は
、
民
権
運
動
の
勃
興
と
と
も
に
政
論
を
中
心
と
し

た
言
論
の
場
と
し
て
の
「
大
新
聞
」
と
、
娯
楽
中
心
の
「
小
新
聞
」
と
い

う
二
つ
の
類
型
の
な
か
で
展
開
す
る
［
山
本
（
武
）
前
掲
、
九
〇
］。「
大

新
聞
」
は
早
期
議
会
開
設
を
要
求
す
る
民
権
派
新
聞
と
、
政
府
の
政
策
を

支
持
す
る
御
用
新
聞
と
に
わ
け
ら
れ
［
同
前
］、
後
に
篠
田
鉱
造
が
入
社

す
る
『
郵
便
報
知
新
聞
』（
明
治
五
年
刊
）
は
最
初
は
駅
逓
寮
御
用
新
聞

で
あ
り
、
駅
逓
寮
の
命
令
で
全
国
の
郵
便
局
か
ら
情
報
を
集
め
て
掲
載
し

て
い
た
が
、
民
権
運
動
の
な
か
で
駅
逓
寮
御
用
で
は
な
く
な
り
政
論
中
心

の
「
大
新
聞
」
に
な
っ
た
［
同
前
］。

　

一
方
、
娯
楽
中
心
の
「
小
新
聞
」
は
、「
大
新
聞
」
が
漢
文
口
調
の
論

説
中
心
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
社
会
面
が
目
立
ち
、「
大
新
聞
」
に
は
無

い
傍
訓
や
挿
絵
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
て
い
た
［
山
本
前
掲
：
一
〇
〇
］。

そ
し
て
「
大
新
聞
」
の
読
者
層
は
、
漢
学
的
素
養
を
身
に
付
け
た
官
吏
、

教
員
、
豪
農
、
豪
商
と
い
っ
た
知
識
人
階
層
で
あ
っ
た
［
山
本
（
武
）
：

一
九
八
一
、六
七
］
の
に
対
し
て
、「
小
新
聞
」
の
読
者
は
都
市
部
の
低

い
リ
テ
ラ
シ
ー
の
庶
民
層
で
あ
っ
た
［
山
本
前
掲
：
七
〇
―
七
一
］。
ま

た
、
こ
の
「
小
新
聞
」
は
、
こ
の
読
者
層
と
の
関
わ
り
か
ら
「
談
話
体
」

の
文
章
を
積
極
的
に
採
用
す
る
場
の
一
つ
に
も
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
言

文
一
致
と
い
う
文
体
革
命
の
意
識
が
「
小
新
聞
」
に
希
薄
で
あ
っ
た
た

め
明
治
一
〇
年
を
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
漸
減
し
て
い
く
［
山
本
（
正
）
：

一
九
六
五
、二
〇
七
―
二
一
一
］
が
、
し
か
し
「
小
新
聞
」
が
、
早
い
時
期

よ
り
談
／
声
へ
の
志
向
を
宿
し
て
い
た
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
。

　

そ
し
て
「
小
新
聞
」
が
地
方
都
市
な
ど
で
も
創
刊
さ
れ
は
じ
め
発
展

し
て
い
く
こ
と
と
対
照
的
に
、「
大
新
聞
」
は
、
明
治
一
七
（
一
八
四
四
）
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年
の
自
由
党
解
党
や
大
隈
重
信
改
進
党
脱
党
な
ど
自
由
民
権
運
動
衰
退
の

影
響
を
う
け
て
低
落
傾
向
に
な
り
、
明
治
一
〇
年
代
後
半
か
ら
、
弱
体
化

し
た
「
大
新
聞
」
を
「
小
新
聞
」
が
追
い
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
［
山
本

（
武
）
：
一
九
八
一
、七
六
―
九
一
］。

　

こ
う
し
た
「
大
新
聞
」
と
「
小
新
聞
」
の
歴
史
的
展
開
の
延
長
上
に
、

明
治
二
七
年
の
『
郵
便
報
知
新
聞
』
の
改
名
が
あ
る
。『
報
知
新
聞
』
と

い
う
名
称
に
な
る
と
と
も
に
、
か
つ
て
民
権
派
の
「
大
新
聞
」
で
あ
っ
た

同
紙
は
「
小
新
聞
」
へ
転
換
し
て
い
く
方
針
を
と
る
。
こ
の
改
名
が
「
新

聞
史
の
象
徴
的
な
出
来
事
」
と
さ
れ
た
意
味
は
そ
こ
に
あ
っ
た
。

　

篠
田
が
入
社
し
た
「
報
知
新
聞
」
は
、
小
説
家
・
村
井
弦
斎
を
編
集
責

任
者
に
す
え
て
、
ま
さ
に
そ
の
「
小
新
聞
」
へ
の
質
的
転
換
を
遂
げ
よ
う

と
す
る
真
っ
最
中
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
篠
田
が
要
請
さ
れ
た
「
江

戸
っ
子
記
事
」
も
、
そ
う
し
た
編
集
上
の
戦
略
の
一
つ
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。

当
時
の
報
知
新
聞
の
状
況
に
つ
い
て
篠
田
自
身
は
「
村
井
弦
斎
一
流
の
理

想
的
家
庭
新
聞
を
編
集
し
て
「
親
子
の
前
で
読
め
る
新
聞
」
と
い
う
標
語

を
掲
げ
て
新
発
足
を
開
き
、
各
家
庭
に
向
か
っ
て
極
力
宣
伝
に
乗
り
出
し

た
の
み
な
ら
ず
、
弦
斎
居
士
得
意
の
家
庭
小
説
を
連
載
し
て
喝
采
を
博
し

た
」［
電
通
編
：
一
九
五
五
、一
七
］
と
回
想
す
る
。

　

山
本
武
利
は
明
治
三
〇
年
代
の
『
報
知
新
聞
』
の
読
者
層
は
、「
主
と

し
て
中
小
商
人
の
家
庭
」
で
あ
っ
た
と
分
析
し
て
お
り
［
山
本
（
武
）
：

一
九
八
一
、一
〇
二
―
一
〇
三
］、当
初
か
ら
篠
田
が
期
待
さ
れ
て
い
た
「
江

戸
っ
子
記
事
」
と
は
、
そ
う
し
た
商
人
層
読
者
と
無
縁
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

そ
し
て
こ
の
「
江
戸
っ
子
記
事
」
と
し
て
具
体
的
に
結
実
す
る
の
が
、
後

に
『
幕
末
百
話
』
に
ま
と
ま
る
幕
末
維
新
期
を
体
験
し
た
古
老
た
ち
の
聞

き
書
き
の
連
載
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
お
話
と
し
て
の
記
事
が
、
新
た
な
新
聞
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
な

か
で
事
実
と
し
て
読
ま
れ
る
こ
と
自
体
が
自
明
で
は
な
か
っ
た
。
山
田
俊

治
は
、「
俗ふ

だ
ん
の
は
な
し

談
平
話
」
を
標
榜
し
た
代
表
的
小
新
聞
『
読
売
新
聞
』
を
と

り
あ
げ
、
瓦
版
的
位
置
を
踏
襲
し
た
同
紙
の
物
語
性
を
持
つ
記
事
が
、
読

者
と
共
犯
し
つ
つ
「
事
実
」
と
し
て
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
過
程
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
［
山
田
：
二
〇
〇
二
］。
篠
田
の
「
実
話
」
の
場
所
も
、

こ
う
し
た
「
小
新
聞
」
の
歴
史
的
展
開
と
無
縁
で
は
な
い
。

　

こ
こ
で
、
復
刻
版
の
諸
「
解
説
」
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
の
連
載
タ
イ
ト

ル
と
期
間
を
、
も
う
一
度
確
認
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
明
治
三
五
年
七
月

二
六
日
か
ら
「
一
席
話　

夏
夜
物
語
」
が
始
ま
り
、
八
月
二
七
日
ま
で
総

計
三
一
回
連
載
さ
れ
た
。
第
一
回
目
冒
頭
に
は
「「
蚊
を
疵
に
し
て
五
百

金
」
の
夏
の
夜
に
人
々
の
一
つ
は
持
て
る
逸
話
を
叩
き
廻
れ
ば
興
味
深
く

蚊
も
蚤
あ
っ
た
も
の
で
な
い
。
少
々
珍
な
る
所
を
お
耳
に
入
れ
ま
せ
う
」

と
い
う
一
文
が
付
さ
れ
、
連
載
タ
イ
ト
ル
も
「
な
つ
の
よ
も
の
が
た
り
」

で
は
な
く
、「
蚊
帳
」
に
か
け
た
と
思
わ
れ
る
、「
か
や
も
の
が
た
り
」
と

ル
ビ
が
ふ
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
明
治
三
五
年
九
月
四
日
か
ら
十
月
十
六

日
ま
で
「
一
席
話　

秋あ
き
の
よ夜

物も
の
が
た
り

語
」
三
二
回
が
連
載
さ
れ
、
続
い
て
同
年

十
月
二
三
日
か
ら
一
二
月
二
八
日
に
か
け
て
「
老
人
雑
話　

冬ふ
ゆ
の
よ夜

物も
の
が
た
り

語
」

三
一
回
（
三
〇
話
）
が
連
載
さ
れ
る
。
同
連
載
の
多
く
は
、
当
時
、
政
治

評
論
が
か
か
げ
ら
れ
る
箇
所
で
あ
っ
た
新
聞
第
一
面
冒
頭
に
掲
載
さ
れ
て

お
り
、
紙
面
改
革
を
遂
行
し
て
い
た
『
報
知
新
聞
』
の
、
こ
の
記
事
へ
の
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期
待
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

夏
、
秋
、
冬
を
通
じ
て
の
連
載
最
後
の
話
「
門
閥
打
破
」
は
上
下
二
回

に
分
か
れ
て
お
り
、
上
が
掲
載
さ
れ
た
一
二
月
二
七
日
に
は
次
の
よ
う
な

連
載
全
体
を
総
括
す
る
よ
う
な
一
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　
「
夏
夜
物
語
三
十
一
話
秋
夜
物
語
三
二
話
冬
夜
物
語
三マ

マ
十
八
話
通
じ

て
九
十
三
話
、
縡こ

と
は
維
新
の
前
後
に
関
し
江
戸
東
京
の
境
目
を
各
老
人

の
口
づ
か
ら
聴
く
楽
し
さ
面
白
さ
、
吁
さ
れ
ど
諸
老
凋
落
、
逸
話
多
く

は
亦
土
中
に
埋
も
る
、「
彼あ

の
御
爺
さ
ん
が
い
る
と
、
面
白
い
お
話
が

あ
り
ま
し
た
ッ
け
」「
さ
う
さ
う
老お

ば
あ嫗

さ
ん
が
い
な
す
っ
た
ら
、
詳
し

く
分
か
る
も
の
を
」
と
、
好
話
終
に
拾
い
難
く
、
逸
事
去
っ
て
痕あ

と
な
し
、

し
か
も
今
に
し
て
掬
集
せ
ざ
れ
ば
、
数
年
の
後
、
綿
々
亦
此
恨
み
を
繰

返
さ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
即
ち
記
者
筆
を
載
せ
て
暮
夜
諸
老
を
叩
け
り
、

然
る
に
今
や
忙
中
世
界
と
な
る
還ま

に
諸
老
を
強
い
る
に
忍
び
ず
、
さ
れ
ば

新
歳
再
び
、「
春は

る
の
よ夜

物も
の
が
た
り

語
」
の
稿
を
起
す
の
日
あ
ら
む
か
」（『
報
知
新

聞
』
明
治
三
五
年
一
二
月
二
七
日
）

こ
の
聞
き
書
き
の
連
載
が
、「
江
戸
東
京
の
境
目
」
を
記
す
た
め
に
「
古
老
」

の
話
を
聴
き
集
め
る
と
い
う
目
的
を
自
覚
し
て
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。「
江
戸
東
京
の
境
目
」
と
は
、
幕
末
維
新
か
ら
三
五
年
経
っ
た
時

点
で
近
代
へ
の
変
革
期
を
対
象
化
し
よ
う
と
す
る
一
つ
の
歴
史
意
識
の
表

明
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
既
に
「
聞
き
書
き
」
の
時
期
を
逸
し
つ
つ
あ
る

と
い
う
焦
燥
感
と
使
命
観
す
ら
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
結
局
、

最
後
に
再
開
を
匂
わ
せ
て
い
た
連
載
「
春
夜
物
語
」
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

３　
〈
声
〉
と
い
う
方
法

　

篠
田
の
聞
き
書
き
記
事
「
夏
夜
物
語
」
の
連
載
が
開
始
さ
れ
た
明
治

三
五
年
七
月
二
六
日
の
『
報
知
新
聞
』
紙
上
に
、「
で
す
」「
ま
す
」
調
で

綴
ら
れ
た
記
事
は
皆
無
に
等
し
い
。「
職
業
案
内
」
欄
は
「
男
女
内
外
人

を
問
わ
ず
何
人
に
も
出
来
る
簡
易
な
る
時
間
随
意
の
好
職
業
あ
り
…
…
」、

「
雑
報
」
欄
は
、「
…
…
満
洲
條
約
は
七
月
一
日
を
以
て
批
准
交
換
を
了
し

た
り
と
清
人
側
に
噂
あ
り
其
の
筋
に
は
未
だ
公
報
達
せ
ず
と
云
う
」、
そ

し
て
三
面
記
事
は
「
…
…
付
近
出
火
の
事
は
特
派
社
員
の
報
告
に
依
り
前

号
に
詳
記
せ
し
が
尚
昨
日
に
至
り
分
明
せ
し
事
柄
を
左
に
記
さ
む
…
…
」

と
い
っ
た
具
合
で
あ
っ
た
。
こ
の
中
で
、
篠
田
の
聞
き
書
き
の
文
体
は
、

敢
え
て
選
ば
れ
造
形
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

す
で
に
明
治
一
〇
年
代
後
半
よ
り
田
鎖
綱
紀
が
考
案
し
若
林
玵
蔵
ら
が

発
展
さ
せ
た
速
記
が
広
ま
り
、
円
朝
の
『
怪
談
牡
丹
灯
篭
』
な
ど
速
記
出

版
が
人
気
を
博
す
な
ど
、〈
声
〉
を
書
き
留
め
る
仕
掛
け
が
「
口
語
」
と

書
き
言
葉
を
接
近
さ
せ
始
め
て
い
た
。
篠
田
が
、
聞
き
取
り
に
速
記
を
使

用
し
た
か
否
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
口
語
を
文
字
へ
「
写

す
」
こ
と
の
効
果
は
、
認
識
し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
そ
し
て
ま
た
新

聞
紙
面
で
毎
回
一
段
半
前
後
の
長
さ
に
ま
と
め
ら
れ
た
連
載
が
、
速
記
な

ど
の
「
声
」
の
記
録
を
微
調
整
し
た
程
度
で
記
事
化
し
た
も
の
で
な
い
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
意
識
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
〈
声
〉
の
た
た
ず
ま
い
を

文
体
と
し
て
造
形
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
造
形
と
い
う
と
、「
語
ら

れ
た
ま
ま
」
で
な
い
こ
と
が
非
難
の
対
象
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、「
語

ら
れ
た
ま
ま
」
を
絶
対
化
す
る
感
覚
は
、
む
し
ろ
高
性
能
の
録
音
技
術
が
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生
み
出
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
の
感
覚
は
、
一
方
で

聞
き
書
き
の
「
書
く
」
と
い
う
行
為
を
単
な
る
翻
字
化
作
業
と
い
う
透
明

な
位
置
に
閉
じ
込
め
て
し
ま
う
危
う
さ
を
は
ら
ん
で
い
る
。

　

聞
き
、
そ
し
て
書
く
と
い
う
実
践
は
、
あ
く
ま
で
も
巧
み
な
編
集
と
構

築
の
過
程
に
他
な
ら
な
い
。

　

篠
田
鉱
造
自
身
が
、
人
の
話
を
聞
く
こ
と
に
対
す
る
自
ら
の
傾
斜
と
態

度
を
ど
の
よ
う
に
自
覚
し
て
い
た
か
は
、
彼
の
「
私
の
実
話
主
義
」
と

い
う
文
章
に
記
さ
れ
て
い
る
。
篠
田
が
「
ナ
マ
の
話
、
名
づ
け
て
「
実

話
」」
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
十
七
歳
の
時
（
明
治
二
一

年
）
に
理
髪
業
を
営
む
篠
田
賢
七
の
も
と
に
預
け
ら
れ
、
そ
の
時
「
壁
一

重
隣
の
理
髪
場
か
ら
、
問
わ
ず
語
り
」
に
漏
れ
て
き
た
「
世
間
噺
、
浮
世

話
」
に
「
聞
き
惚
れ
」
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
［
篠
田
：
一
九
三
一
→

一
九
九
六
、一
四
］。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
、
篠
田
の
言
葉
に
よ
れ
ば
「
実
話

の
気
分
」
を
重
視
す
る
「
実
話
主
義
」
と
も
い
う
べ
き
態
度
が
生
ま
れ
た
。

「
実
話
の
気
分
と
い
う
も
の
は
、
そ
の
話
を
一
種
の
膜
に
包
ん
で
聴
い

て
い
る
う
ち
に
、
何
と
も
言
え
な
い
味
が
あ
る
。
ま
ず
自
家
陶
酔
を
感

じ
、
ソ
レ
を
文
字
に
写
す
に
あ
た
っ
て
、
ソ
ノ
気
分
が
読
者
に
以
心
伝

心
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
っ
た
「
実
話
」
聴
取
の
習
性
は
、
難

有
い
こ
と
に
は
、
全
く
賢
七
床
の
壁
一
重
の
書
斎
で
、
神
か
ら
授
か
っ

た
と
で
も
い
い
た
い
よ
う
に
、
会
得
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。」［
篠
田

前
掲
、
一
五
］

　

こ
の
「
実
話
の
気
分
」
を
、〈
口
承
〉
研
究
の
文
脈
で
翻
訳
し
て
読
み
取
っ

て
お
き
た
い
。「
一
種
の
膜
に
包
ん
で
聴
い
て
い
る
う
ち
に
、
何
と
も
言

え
な
い
味
」
が
あ
る
、
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
は
、
我
々
が
「
上
演
の
場
」

と
い
う
概
念
で
捉
え
よ
う
と
し
て
き
た
「
声
の
現
場
性
」
と
い
う
問
題
と

重
な
る
。
語
り
手
と
、
聞
き
手
と
し
て
の
自
分
の
身
体
が
関
わ
る
現
場
全

体
が
「
話
」
を
支
え
て
い
る
こ
と
を
と
ら
え
、
そ
こ
に
聞
き
手
が
「
自
己

陶
酔
」
す
る
主
体
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
篠
田
は
、「
文
字
に
写
す
」

に
も
「
ソ
ノ
気
分
」
が
伝
わ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
、
そ
れ
が
語
り
手
と

聞
き
手
の
関
係
性
が
刻
ま
れ
た
一
人
称
の
〈
声
〉
と
し
て
造
形
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

当
時
、〈
声
〉
を
、
語
り
手
の
一
人
称
の
言
葉
と
し
て
文
字
化
す
る
こ

と
は
、
決
し
て
当
た
り
前
で
は
な
く
、
言
文
一
致
と
い
う
言
葉
の
近
代
史

の
な
か
に
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
先
に
触
れ
た
語

り
芸
を
速
記
し
て
文
字
化
す
る
試
み
な
ど
、
幾
つ
か
の
試
行
錯
誤
を
通

し
て
次
第
に
可
能
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
「
口
語
体
」
が
成
立
す
る
こ
と

や
、
明
治
二
〇
年
頃
か
ら
使
わ
れ
始
め
た
と
い
う
感
動
詞
、
間
投
助
詞
な

ど
に
付
随
す
る
「
…
…
」
と
い
っ
た
文
章
符
号
の
開
発
［
山
本
（
正
）
：

一
九
六
五
、九
］
な
ど
が
必
要
で
あ
っ
た
。
特
に
「
口
語
体
」
が
し
ば
し

ば
「
で
す
」「
ま
す
」「
だ
」「
で
あ
る
」
な
ど
文
末
処
理
の
問
題
と
し
て

現
れ
た
こ
と
は
、
篠
田
が
名
づ
け
た
「
気
分
」
と
無
縁
で
は
な
い
。
そ
れ

ら
が
、
複
数
の
聴
衆
に
対
す
る
も
の
か
、
一
人
の
受
け
手
に
対
す
る
も
の

か
、
敬
語
を
使
う
関
係
か
否
か
な
ど
、
語
り
手
と
受
け
手
の
関
係
性
を
造

形
す
る
工
夫
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
［
山
本
（
正
）
：
一
九
六
五
、二
一

―
三
二
］。
そ
し
て
篠
田
が
多
用
す
る
「
…
…
」
と
い
う
符
号
は
、話
題
の

中
断
・
転
換
、
ま
た
省
略
な
ど
談
話
ゆ
え
の
展
開
を
可
視
化
す
る
効
果
が
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あ
り
、
文
字
化
で
き
な
い
言
外
の
意
味
や
話
者
の
逡
巡
な
ど
、〈
声
〉
の

現
場
性
を
捕
捉
す
る
仕
掛
け
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
篠
田
の
聞
き
書
き

の
文
体
は
歴
史
的
産
物
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
、篠
田
の〈
声
〉の
造
形
の
具
体
例
を
見
て
お
こ
う
。
一
つ
目
は
、

安
政
の
大
地
震
の
体
験
を
語
る
「
大
昔
の
話
安
政
の
大
地
震
」
の
一
部
で

あ
る
。

「
男
女
三
人
連
れ
で
…
…
寄
席
が
刎
ね
ま
し
て
阪
本
か
ら
帰
る
途
中
で

ご
ざ
い
ま
し
た
、
大
地
が
ゴ
ト
ン
ゴ
ト
ン
ゴ
ト
ン
と
い
う
持
ち
上
が
り

よ
う
オ
ヤ
ッ
と
愕
い
て
向
か
い
の
家
並
を
見
る
と
軒
が
貴あ

な
た君

、
バ
ク
バ

ク
離
れ
て
口
を
開
い
て
い
る
内
グ
ラ
グ
ラ
グ
ワ
ラ
グ
ワ
ラ
と
い
う
天
も

地
も
覆
り
砕
け
て
し
も
う
よ
う
な
有あ

り
さ
ま態

、
ど
う
し
て
起
っ
て
な
ん
か
い

ら
れ
る
も
ん
で
す
か
、
パ
タ
パ
タ
と
倒
れ
る
、
丁
度
目
の
前
を
吉
原
へ

往
く
威
勢
の
よ
い
駕
籠
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
駕
籠
舁
共
々
コ
ロ
リ
打
倒

れ
た
の
に
は
仰
天
し
ま
し
て
ご
ざ
い
ま
す
、
居
ず
く
ま
っ
て
し
ま
っ
た

ん
で
…
…
」（『
報
知
新
聞
』
明
治
三
五
年
八
月
一
七
日
掲
載
）

　

大
地
が
揺
れ
た
瞬
間
が
、
オ
ノ
マ
ト
ペ
を
用
い
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
に
語
ら

れ
る
。
そ
し
て
「
貴
君
」
と
語
り
手
が
眼
前
の
聞
き
手
に
呼
び
か
け
確
認

を
求
め
る
言
葉
が
挿
入
さ
れ
、
語
り
手
と
聞
き
手
の
関
係
性
が
際
立
た
せ

ら
れ
る
。
新
聞
掲
載
時
に
は
、
読
点
は
付
さ
れ
て
い
る
も
の
の
句
点
は
無

い
。
日
常
談
話
の〈
声
〉の
流
れ
は
、意
味
内
容
に
規
定
さ
れ
る
句
点
よ
り
、

息
継
ぎ
の
読
点
の
み
で
整
え
ら
れ
る
ほ
う
が
現
場
性
に
近
い
と
言
え
る
だ

ろ
う
。
ま
た
「〔
略
〕
よ
う
な
有
態
、
ど
う
し
て
起
っ
て
な
ん
か
い
ら
れ

る
も
ん
で
す
か
、
パ
タ
パ
タ
倒
れ
る
」
の
一
節
な
ど
は
談
話
ゆ
え
の
省
略

や
倒
置
が
造
形
さ
れ
て
い
る
。

　

も
う
一
例
は
、「
夜
商
人
」
と
し
て
路
上
で
し
る
こ
屋
を
し
て
い
て
「
南

部
様
」
の
行
列
に
鍋
を
蹴
飛
ば
さ
れ
顔
に
火
傷
の
跡
が
残
っ
た
男
の
話
か

ら
で
あ
る
。

　
「
ハ
イ
私
は
本
年
七
十
八
歳
で
ご
ざ
い
ま
す
、
ハ
イ
ハ
イ
こ
の
左
の

眼
の
上
の
大
火
傷
で
ご
ざ
い
ま
す
か
、
ハ
イ
是
は
詰
り
ま
せ
ん
こ
と
で

…
…
ア
ト
で
お
話
い
た
し
ま
し
ょ
う
が
ソ
レ
に
就
い
て
昔
の
お
話
と
申

せ
ば
マ
ヅ
夜
の
大
名
の
行
列
で
ご
ざ
い
ま
す
な
、」　
「〔
略
〕
今
に
南
部

様
と
聞
く
と
あ
の
時
の
事
思
い
出
し
ま
す
随
分
乱
暴
な
お
話
で
ご
ざ
ん

す
ハ
イ
ハ
イ
と
う
と
う
扇お

だ
て動

に
乗
っ
て
お
話
し
て
し
ま
い
ま
し
た
御
内

密
御
内
密
」（『
報
知
新
聞
』
明
治
三
五
年
九
月
一
二
日
）

　
「
ハ
イ
」「
ハ
イ
ハ
イ
」
と
い
う
言
葉
は
、
聞
き
手
か
ら
の
問
い
か
け
に

対
す
る
応
答
の
言
葉
で
あ
り
、
ま
た
談
話
の
調
子
を
作
り
出
す
語
り
手
の

口
癖
で
も
あ
る
。
こ
う
し
た
「
声
の
現
場
性
」
を
捕
捉
す
る
仕
掛
け
が
「
実

話
の
気
分
」
を
か
た
ど
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

４　

匿
名
化
さ
れ
た
語
り
手
と
〈
声
〉
の
発
見

　

と
こ
ろ
で
、
夜
商
人
の
汁
粉
屋
の
談
話
の
最
後
が
「
御
内
密
御
内
密
」

で
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
は
、
何
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
篠
田
の
聞

き
書
き
が
、
語
り
手
の
素
性
を
伏
せ
て
い
る
こ
と
を
後
世
の
解
説
者
た
ち

は
一
様
に
残
念
が
る
が
、
紀
田
順
一
郎
は
、
当
時
の
他
の
聞
き
書
き
類
が

い
ず
れ
も
話
者
名
を
記
し
て
お
り
、
そ
の
匿
名
化
は
篠
田
の
「
信
念
」
で

は
な
い
か
と
し
て
い
る
［
紀
田
：
一
九
九
七
］。
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篠
田
の
幕
末
・
明
治
維
新
期
を
対
象
と
し
た
聞
き
書
き
の
語
り
手
が
匿

名
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
一
つ
の
作
為
で
あ
っ
た
。
新
聞
連
載
中
、
明

治
三
五
年
七
月
三
一
日
に
掲
載
さ
れ
た
、
江
戸
勤
番
時
の
狼
藉
を
告
白
し

「
終
の
長
の
お
暇
と
な
り
ま
し
た
…
…
懺
悔
で
す
か
ら
姓
名
は
真ま

っ
ぴ
ら平

」
と

い
う
「
江
戸
勤
番
む
か
し
懺
悔
」
の
話
者
に
対
し
て
、
八
月
二
日
の
投
書

欄
に
読
者
か
ら
「
夏
夜
物
語
む
か
し
懺
悔
姓
名
を
被
仰
い
隠
す
と
懺
悔
に

な
り
ま
せ
ん
（
以
下
略
）」
と
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
篠
田
は
、
九

月
三
十
日
の
連
載
の
末
尾
に
、
話
題
の
提
供
を
読
者
に
募
る
一
文
を
付
し

た
際
、「（
略
）
以
前
は
秘
密
な
る
も
当
今
と
な
り
て
は
別
に
秘
す
べ
き
事

柄
な
ら
ぬ
維
新
前
後
の
昔
話
御
洩
し
下
さ
れ
た
く
維
新
通
俗
史
の
最
大
材

料
と
考
ふ
御
通
報
あ
れ
ば
夜
分
夜
分
参
趨
拝
聴
す
べ
し
但
氏
名
は
一
切
秘

密
と
す
る
こ
と
勿
論
と
す
」
と
記
し
た
。「
氏
名
は
一
切
秘
密
」
は
、
一

つ
の
態
度
で
あ
っ
た
。

　

歴
史
家
・
小
西
四
郎
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
篠
田
の
聞
き
書
き
は
幕
末

維
新
期
の
江
戸
・
東
京
生
活
の
諸
相
を
聞
き
取
る
だ
け
で
な
く
、「
江
戸

幕
府
支
配
機
構
の
内
部
腐
敗
」
を
体
験
者
や
当
事
者
か
ら
聞
き
だ
し
て
い

る［
小
西
：
一
九
六
九
］。「
江
戸
勤
番
む
か
し
懺
悔
」（
七
月
三
一
日
掲
載
）、

「
将
軍
の
御
召
料
御
茶
壺
」（
八
月
一
一
日
掲
載
）、「
御
茶
壺
の
御
付
旅
日

記
」（
八
月
一
九
日
掲
載
）、「
袖
の
下
時
代
御
数
奇
屋
坊
主
」（
九
月
三
〇

日
掲
載
）、「
旗
本
の
制
裁
小
普
請
入
」（
十
月
二
三
日
）
な
ど
は
、
幕
府

や
武
士
の
腐
敗
ぶ
り
を
語
る
話
で
あ
り
、
ま
た
冒
頭
に
紹
介
し
た
「
試
し

切
り
」
の
話
や
、
大
名
行
列
に
火
傷
を
負
わ
さ
れ
た
汁
粉
屋
の
話
、
そ
し

て
将
軍
に
対
す
る
悪
口
に
相
槌
を
う
っ
た
た
め
に
拷
問
に
か
け
ら
れ
た
と

い
う
「
公
方
様
悪
口
の
祟
り
」（
一
一
月
七
日
掲
載
）
な
ど
は
、
庶
民
の

側
か
ら
武
家
の
横
暴
を
語
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
「
氏
名
は
一

切
秘
密
」
と
い
う
方
法
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
〈
声
〉
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
聞
き
書
き
が
具
体
化
さ
れ
た
明
治
三
五
年
は
、
幕
末
維
新
当

時
に
若
者
で
あ
っ
た
人
々
が
老
境
を
迎
え
た
時
期
で
あ
り
、
ま
た
鉄
道
や

軍
隊
、
学
校
そ
し
て
憲
法
な
ど
、
近
代
的
制
度
の
骨
格
が
ほ
ぼ
出
来
上
が

り
、
江
戸
と
い
う
時
代
が
記
憶
と
し
て
想
起
し
直
さ
れ
う
る
時
間
的
距
離

感
が
出
来
つ
つ
あ
る
時
代
で
あ
っ
た
。
東
京
帝
国
大
学
史
談
会
が
旧
幕
府

関
係
者
の
証
言
を
集
め
た
『
旧
事
諮
問
録
』
が
ま
と
め
ら
れ
る
の
が
篠
田

の
聞
き
書
き
に
先
立
つ
明
治
二
四
年
か
ら
二
五
年
に
か
け
だ
っ
た
。
そ
う

し
た
時
代
の
な
か
で
、
幕
末
明
治
維
新
期
の
生
活
を
無
名
の
人
々
の
側
か

ら
再
発
見
し
て
い
く
実
践
と
し
て
篠
田
の
聞
き
書
き
が
行
わ
れ
、
幕
末
期

の
武
士
で
あ
り
幕
府
関
係
機
構
の
堕
落
と
腐
敗
の
記
憶
を
語
る
〈
声
〉
を

も
掘
り
起
こ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
話
者
を
匿
名
化
し
た
篠
田
は
、

相
対
の
談
話
の
場
で
洩
ら
さ
れ
る
固
有
の
経
験
を
語
る
一
回
限
り
の
〈
声
〉

を
文
字
化
す
る
、「
実
話
」
と
い
う
方
法
の
政
治
性
を
自
覚
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

　

さ
ら
に
こ
の
幕
末
維
新
の
聞
き
書
き
が
明
治
三
八
年
に
ま
と
め
ら

れ
、
再
度
そ
れ
が
復
刻
さ
れ
る
の
が
戊
辰
六
十
周
年
に
あ
た
る
昭
和
三

（
一
九
二
八
）
年
を
経
た
昭
和
四
年
で
あ
り
、
多
く
の
明
治
維
新
関
連
の

出
版
物
が
刊
行
さ
れ
、
幕
末
維
新
期
が
一
つ
の
歴
史
と
し
て
意
識
化
さ
れ

た
時
代
で
も
あ
っ
た
［
小
西
前
掲
］。
篠
田
の
聞
き
書
き
作
品
群
の
刊
行

は
そ
う
し
た
時
代
に
棹
差
し
て
い
た
と
い
え
る
。
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ま
た
、
そ
の
時
代
は
、
郷
土
研
究
と
い
う
名
の
も
と
に
民
俗
学
が
展
開

す
る
時
期
と
重
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
管
見
す
る
と
こ
ろ
篠
田
の
仕
事

は
、
民
俗
学
の
周
辺
で
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
れ
を
単

に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
的
実
践
で
あ
っ
た
か
ら
、
と
片
付
け
る
の
で
あ
れ
ば
、

〈
口
承
〉
と
い
う
問
い
の
可
能
性
を
狭
隘
な
も
の
に
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

　

そ
も
そ
も
篠
田
の
聞
き
書
き
は
、
口
承
文
芸
か
ら
〈
口
承
〉
と
い
う
問

い
へ
と
新
た
な
地
平
が
拓
か
れ
、
世
間
話
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
再
定
義
、

オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
や「
経
験
譚
」「
生
活
譚
」へ
の
着
目
な
ど
、〈
口
承
〉

と
い
う
概
念
の
問
い
直
し
と
対
象
領
域
の
拡
大
が
な
さ
れ
、
初
め
て
出
会

い
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
実
践
と
す
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
昭

和
初
期
に
郷
土
研
究
と
し
て
具
体
化
さ
れ
て
い
く
実
践
と
、
こ
の
篠
田
鉱

造
の
聞
き
書
き
が
、
ど
の
よ
う
な
点
で
接
合
し
得
る
の
か
、
そ
れ
は
改
め

て
民
俗
学
な
ら
び
に
〈
口
承
〉
研
究
を
、
広
義
の
〈
声
〉
の
採
集
に
関
わ

る
諸
実
践
の
歴
史
的
展
開
の
な
か
に
位
置
づ
け
直
し
て
考
察
す
る
必
要
が

あ
る
。〈
口
承
〉と
い
う
問
い
が
民
俗
学
的
思
考
と
深
く
ど
う
切
り
結
ぶ
か
、

そ
れ
は
未
だ
今
後
の
問
題
と
し
て
あ
り
続
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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九
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山
本
正
秀
『
近
代
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体
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の
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究
』　
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九
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五　

岩
波
書
店

（
し
げ
の
ぶ
・
ゆ
き
ひ
こ
／
北
九
州
市
立
大
学
）
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